（様式１：仮提出用）

平成　　年　　月　　日

平成２２年度 数電機GP　履修計画書（案）
	履修者
	所属

(専攻)
	理工学研究科

(　　　　専攻)
	学年
	博士　　期課程
　　　　年
	氏名

(Email)
	　　　　　　　

　　　　　　　　

	指導教員氏名

(Email)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(内線　　　　　　)



	１　修士または博士論文テーマ(仮題)および概要

	


	２　副指導教員(他専攻から各1名)の希望

	○○○○専攻；

○○○○専攻；



	３　履修予定科目名（理工横断科目）【前期課程学生のみ】

	開講の専攻名

(原則として自分の専攻以外から各1科目を選んでください。)
	理工横断科目名
	履修希望の動機、大学院での研究テーマとの関連など、書ける範囲で記入してください。

	専攻
	
	

	専攻
	
	

	専攻
	
	

	専攻
	
	

	４　数電機連携セミナー、キャリアパスセミナー参加について（合わせて２単位）

	履修予定時期　（　　年次　　期）及び（　　年次　　期）

	５　横断プロジェクト・インターンシップ・海外共同研究（いくつか合わせて２単位（後期課程は6単位）について

	


	６　その他、数電機GPの活動計画

	



· 本計画書は２～３頁程度にまとめて下さい。

· 提出締め切り：１０月１３日（水）１６時

· 提出先：ＧＰ支援事務室（プロジェクト研究棟3階303室　内線5633）

· この履修計画書（案）の後、指導教員と相談して、履修計画書を10月末日までに提出のこと。



TA、AT、RAとしての参加希望、国内外も学術研究会議への派遣希望の有無（発表予定または希望の会議があれば、その名称と時期）、その他、GPの活動として、期待される活動計画を自由に記入してください





要件とされる単位をどのように取得する計画であるか、現時点の計画を記入してください。また、３専攻連携の問題意識でどのようなプロジェクトなら主体的に関われそうか？　連携助教、連携ＲＡにはどのようなプロジェクトを立ち上げて欲しいか？ どのような支援（予算、人員、設備など）を必要としそうか？プロジェクト名、テーマ、目標、手段、チームメート、必要と考えられるアドヴァイザー・指導教員などを書ける範囲で記入してください





講義科目として数電機横断セミナー第1、第2の履修時期の予定を記入してください。また、履修期間以外での参加予定について、上記セミナーにはどの程度出席できるか？数電機連携セミナーで何を期待するのか、あるいは経験したいのか？どういう３専攻連携の問題意識で参加したいのか？　また、何についていつ頃発表したいか？　等を書ける範囲で記入してください。





論文のテーマ名(仮題で可)および概要を100～200字程度で記入してください。未定の場合は、仮提出では、希望している内容のキーワードでかまいません。





具体的に希望する教員が決まっていたらその氏名を記入してください。もしくは、希望する指導内容を記入してください








